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A. 研究目的 

本研究ではロドデノール含有化粧品が白斑

を使用者の一部にのみ発症した個体差を分子

的に解析し発症原因を明らかにする事で化粧

品成分の安全性評価法を一般化する事を目的

とする。 

 

B．研究方法 

ロドデノール白斑患者、尋常性白斑患者、コ

ントロール群の血清検体で抗甲状腺抗体、抗メ

ラノサイト抗体の発現を比較した。 

        

（倫理面への配慮） 

 ロドデノール誘発性脱色素斑または尋常性白

斑患者に於ける HLA・末梢血リンパ球・皮膚局

所の免疫解析（大阪大学医学部附属病院・研

究倫理審査委員会 13421 承認済み）に基づき

患者より同意書を取得の上研究を進めている。 

 

C．研究結果 

尋常性白斑患者で認められる自己抗体がロド

デノール白斑患者血清中では有意に認められ

ないことが判明した。 

D．考察   

ロドデノール誘発白斑患者では尋常性白斑患

者に認められる自己免疫性甲状腺炎などの背景

因子は薄事が考えられた。また白斑発症に自己抗

体が関与する可能性が尋常性白斑より低い可能

性が考えられた。 

 

E．結論 

ロドデノール誘発白斑では患者の自己免疫的

背景は尋常性白斑より少なく、白斑発症にも自己

免疫の関与がやや薄い可能性が示された。今まで

の知見を有機的に結びつける事により真の病因を

明らかにできると考える。 

 

F．健康危険情報 

なし 

 

G．研究発表 （本研究課題関連のみ記載） 

1．論文発表 
Arase N, Tanimura K, Jin H, Yamaoka T, Kishibe 
M, Nishioka M, Kiyohara E, Tani M, Matsuoka S, 
Ohmura K, Takasugi K, Yamamoto T, Murota H, 
Arase H, Katayama I. Novel autoantibody against 
the β2-glycoprotein I/human leucocyte antigen-DR 
complex in patients with refractory cutaneous ul-

研究要旨： 

ロドデノール誘発白斑と尋常性白斑は臨床的な類似性を有する。尋常性白斑はメラノサイト特異的 T

細胞と共に自己抗体の存在も知られる。今回両疾患で種々の自己抗体を解析した。尋常性白斑患者で

認められる抗甲状腺抗体や抗メラノサイト抗体がロドデノール白斑患者では有意に認めないことが判明し

異なる発症機構が示唆された。 
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H. 知的財産権の出願・登録状況  

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし 

 

 

 

 


